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4/23［土］ 
直島女文楽「麗春の舞」
Naoshima Onna Bunraku  “Dance of Beautiful Spring”
［会場］ 直島・直島ホール
［時間］ 14:30～16:00（開場14:00）
［料金］ 前売り￥1,000
 当日￥1,500
 パスポート割引￥1,300
 小中高￥800（前売り・当日とも）
［前売］ 瀬戸芸デジパス、
江戸時代、天領の地であった直島は古くから芸能が盛ん
に行われていた。「直島女文楽」はその代表的なもので、
今のように人形の使い手が女性だけになったのは昭和
23年になってから。一度は下火になりかけていた文楽熱
を女性3人の手により再興。昭和30年に県無形文化財
となり、現在も県有形無形民俗文化財として受け継がれ
ている。「壺坂観音霊験記～山の段～」と「伽羅先代萩　
政岡」を上演する。（演目は都合により変更する場合があります。）

出演：直島女文楽、ゲスト：小山豊（津軽三味線）
小山 豊（おやま ゆたか）｜
津軽三味線小山流の三代目とし
て、伝統的な奏法や音楽表現を確
かな基盤としながらも、溢れる自
身の感性を時代とリンクさせた音
楽活動を展開。多種多様な楽器と
のコラボレーションを行い、高い評
価と共演者からの厚い信頼を得て
いる。CM、ゲームのレコーディン
グからテレビ出演、国内外の様々
なアーティストとの共演など多数
多方面。『松山千春コンサートツ
アー2018弾き語り』に唯一のゲ
ストとして参加。2020年、ソニー ミュージックダイレクトよりメ
ジャー初となるアルバム『obi』をリリース。TVアニメ『鬼滅の刃 
遊郭編』で三味線の音を担当。

5/15［日］  
香川大学×瀬戸内の伝統生活文化・芸術発信プロジェクトチーム
瀬戸内仕事歌 &四国民話オペラ「二人奥方」
Kagawa University × Setouchi Traditional Life Culture and Art Project
The Setouchi Work Songs & Shikoku Folktale Opera:  
“The Two Madams”
［会場］ 高松市・屋島・四国村ミウゼアム

 ※なるべく公共交通機関をご利用ください。
［時間］ ①15:00-17:00（開場14:00） 
 ②18:00-20:00（開場17:15）
［料金］ 前売り￥2,500
 当日￥3,000
 パスポート割引￥2,800
 小中高￥1,500（前売り・当日とも）
［前売］ 瀬戸芸デジパス、
瀬戸内地域では、そこに暮らす人たちの生活から生まれ
た音楽（仕事歌）があります。限界芸術として消えつつあ
るその音楽とともに、地域の人たちとその仕事、郷土の風
景を現代に甦らせ、現代人として先人たちの郷土への思
いを伝える場とします。香川では5７年前、芸術家・文化

人の先人たちが集結し「四国の民謡・民話による新音楽
の創造」を目的として四国初のオペラ作品「二人奥方」
が誕生しました。「きつねがなぜ四国にいないのか？」を
裏づけるエピソードとなる殿様夫婦を描いた痛快な民話
オペラ。この作品に新しい解釈、現代人に分りやすい演
出、編曲を行い、学生や地域の芸術家たちと公演するこ
とで、瀬戸内地方の音楽芸術の魅力発見・発信に繋げて
いきます。
芸術監督・演出：若井健司（香川大学教員）//出演：四国二期会、さ
ぬき民謡保存会、石切り唄保存会、桑山会宇多津社、現代舞踊研
究会「土曜族」、香川大学学生・教員//振付：森ゆかり（ダンス）　
映像（絵画）：古草敦史（香川大学教員）//音響：ライフ総合舞台　
照明：ミュウ・ライティグオフィス//舞台監督：田和伸二//制作：香
川大学//他

5/14［土］、 5/15［日］   
木ノ下歌舞伎「竜

せとうちうろくずものがたり

宮鱗屑譚～GYOTS～」
Kinoshita Kabuki  “Hidden Stories of the Setouchi  Deep Sea World”
［会場］ 小豆島・肥土山農村歌舞伎舞台
［時間］ 17:30～19:30（開場17:00）
 ※小雨決行、荒天中止
［料金］ 前売り￥3,000
 当日￥3,500
 パスポート割引￥3,300
 小中高￥1,500（前売り・当日とも）
［前売］瀬戸芸デジパス、

4/17［日］   
市民煎茶グループ 曙「万葉茶会と講演～香を楽しむ～」
Tea Ceremony Group Akebono “Appreciating Japanese Incence”
［会場］ 沙弥島・坂出市万葉会館
［時間］ 講演10:00-11:20//茶会11:30-16:30
［料金］ 講演：無料（要予約）//茶会：有料 ¥300
［申込］坂出市教育委員会文化振興課
 0877-44-5036

御家流香道 二十三世宗家　三條西堯水氏を迎え、香についての講
演やデモンストレーションを行う。講演後は「たまもよしー」の和歌
に因んだ茶会を開催する。会場の入場数制限をもうけ安全で安心な
茶会を行う為、講演は無料だが事前予約が必要。茶会は整理券を発
行し11:30から30分毎に入れ替え制で行う。

4/18［月］、 24［日］、 5/16［月］、
直島建築鑑賞ツアー
Naoshima Public Architecture 
tour

［会場］直島・本村　［時間］9:45～12:45
［料金］ 前売り￥3,000円
［申込］ ベネッセアートサイト直島web予約システムで
予約受付
事前に詳しい旅行条件書をお渡ししますので、ご確認のうえお申込み
下さい。URL:http://benesse-artsite.jp/program/

石井和紘氏の設計による「直島建築」作品群である直島
小学校（1970年竣工）や直島町役場（1982年竣工）な
ど、通常見学できない施設を特別公開する。
［秋会期］10/3［月］、 19［水］、 24［月］も開催。

4/16［土］、5/11［水］
「近代化の歴史にふれる
－直島・犬島の鍰煉瓦を訪ねて－」
Naoshima and Inujima Karami 
tour exploring modern history

［会場］ 直島・犬島   ［時間］ 10:00～16:40
［料金］ 12,000円、15歳以下10,000円
［申込］ ベネッセアートサイト直島web予約システムで予
約受付事前に詳しい旅行条件書をお渡ししますので、ご確認のうえお申
込み下さい。URL:http://benesse-artsite.jp/program/

銅製錬の過程で排出される「鍰(からみ)」がつくる風景
をめぐる旅です。日常生活のなかに鍰の煉瓦や瓦が残る
直島と、銅製錬の跡地が近代化産業遺産として残る犬島。
対照的な二つの島の風景を通して、日本の近代化の歴史
や背景をご体感ください。

4/16［土］、 4/17［日］
切腹ピストルズ
「せっぷくぴすとるず 
瀬戸内神出鬼没」
Seppuku Pistols

［会場］ 4/16（土）沙弥島
　　 4/17（日）女木島港・男木島港
 　　　　  付近の海上　
［時間］神出鬼没 
［料金］ 無料
瀬戸芸お馴染み切腹ピストルズが瀬戸
内海で神出鬼没船を走らせる。海の上
よりお耳拝借、出会えたならばお慰み。

4/17［日］、5/8［日］ 
島のお誕生会
Island Birthday Party
［会場］ 豊島・唐櫃岡・島キッチン
［時間］  14:00～15:00（開場13:30）
［料金］ 無料
豊島・島キッチンのテラスで毎月１回開催される「豊島のお誕生会」。
豊島に住んでいる方や豊島を訪れた方が、一緒にお誕生月を迎え
た方々をお祝いする。日頃なかなか外出する機会のないおじいちゃ
んやおばあちゃん、豊島に住む子どもたち、観光で島を訪れた方々
や、この日のために駆けつけたボランティアサポーターこえび隊
など、いろんな人が自由に参加できる会。２０１４年から続く豊島の
お誕生会では、毎回さまざまな楽しいゲストを迎えこれまでのべ約
３００名以上をお祝いしてきた。島キッチンのテラスでの開催の他、
出張お誕生会と称して月替わりで他の集落などでも開催予定。

5/7［土］ 
女木島名画座上映会
Screening of Megijima
［会場］ 女木島・
 ISLAND THEATRE MEGI 「女木島名画座」
［時間］ 14:30女木港～20:50高松港
［料金］ 12,000円
［申込］ 要予約、琴平バス株式会社にて販売
瀬戸内国際芸術祭2016で女木島に制作された
ART作品「ISLAND THEATRE MEGI 『女木島
名画座』」で名画の上映会を開催する。定期船の女木
島発最終便が17時20分で終了し、なかなか女木島の
夕暮れや、夜を体験できない状況であるため船を手配
し、映画鑑賞・島内作品のナイトプログラム鑑賞、チャー
ター船で高松に帰ってくるスペシャルツアーを行う。

上映作品
『命みじかし、恋せよ乙女』
（2019年／ドイツ／117分）
ドイツ・ミュンヘン。酒に溺れ仕事
も家族も失ったカール（ゴロ・オイ
ラー）の元へ、突然、ユウ（入月絢）
と名乗る日本人女性が訪ねて来る。風変りな彼女と過ごすうち
に、人生を見つめ直し始めるカールだったが、その矢先、彼女は
忽然と姿を消してしまう。ユウを捜し訪れた日本で、カールがユ
ウの祖母（樹木希林）から知らされたのは、驚きと悲哀と感動に
満ちた物語だった――。
出演：ゴロ・オイラー、入月絢、ハンネローレ・エルスナー、
エルマー・ウェッパー、樹木希林
監督・脚本：ドーリス・デリエ
配給：ギャガ　協力：ゲーテ・インスティトゥート東京
©2019 OLGA FILM GMBH, ROLIZE GMBH & CO. KG

©2019 OLGA FILM GMBH, ROLIZE GMBH & CO. KG

申込ウェブサイト 申込ウェブサイト

申込ウェブサイト

監修・補綴：木ノ下裕一
演出・振付：白神ももこ（モモンガ・
コンプレックス）
出演：Aokid、泉秀樹、臼井梨恵、
白神ももこ、武谷公雄、玉川奈々福
演奏・音楽：西井夕紀
演奏：あだち麗三郎
美術：カミイケタクヤ
照明：中山奈美
音響：小早川保隆
衣裳：大野知英
演出助手：鈴木美波
舞台監督：大鹿展明
制作：本郷麻衣 他

Design:Hiroshi Toyama

［アクセス］
◎高松～小豆島（土庄港） フェリーで60分、高速船30分
◎土庄港から会場までの臨時バス運行
≪行き≫土庄港フェリーターミナ
ルバス停より
16:30発→16:50着　
≪帰り≫肥土山バス停より
19:30発→19:50着
◎臨時駐車場
土庄町アクティブ大鐸駐車場（旧
大鐸小学校グラウンド）
※駐車場から会場まで徒歩8分

歴史的文脈を踏まえ、古典演目の現代化に取り組む劇団「木ノ下歌
舞伎」が瀬戸内国際芸術祭に初登場！ 木ノ下裕一と白神ももこ（モ
モンガ・コンプレックス）のタッグで、瀬戸内の歴史や伝承、芸能など
の取材をもとにオリジナル作品を創作します。海に棲む魚たちが過
去を語りだすとき、水底に眠っている、“もうひとつの世界”への入
り口が開く…？　出演者には浪曲師の玉川奈々福をはじめ、俳優や
ダンサー、日本舞踊家が異色の競演。さらに音楽の生演奏も加わって、
重要有形民俗文化財の肥土山農村歌舞伎舞台にて、まさに“瀬戸芸
だけ”のプレミアム公演が開幕します。初夏の小豆島に集まって、い
ざ、瀬戸内海のディープ・ブルーへ！


